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▼
つ
ら
い
日
々
で
あ
る
。

実
に
つ
ら
い
日
々
な
の
で

あ
る
。只
今
、禁
煙
に
挑
戦

中
。今
の
私
の
頭
の
中
は
タ

バ
コ
へ
の
思
い
で
溢
れ
そ
う

な
の
だ
。

▼
そ
も
そ
も
の
発
端
は
、ど

こ
も
か
し
こ
も
禁
煙
、禁
煙

で
肩
身
が
狭
く
な
り
、気
が
付
け
ば

あ
れ
ほ
ど
い
た
愛
煙
家
の
友
が
誰
も

い
な
く
な
っ
て
私
ひ
と
り
孤
立
状
態

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。巷
で
は
、ま
る
で

悪
者
扱
い
で
実
に
腹
が
立
つ
。

▼
過
去
に
何
度
か
試
み
た
経
験
は
あ

る
に
は
あ
る
の
だ
が
、途
中
挫
折
し

て
し
ま
っ
て
、家
族
に
は
、意
志
薄
弱

だ
の
、や
れ
大
人
げ
な
い
だ
の
と
思

い
っ
き
り
言
わ
れ
続
け
て
大
黒
柱
の

威
厳
等
は
ど
こ
へ
や
ら
だ
。時
々
、紫

煙
を
く
ゆ
ら
し
て
い
る
夢
を
見
る
。

▼
は
た
ま
た
、道
路
向
い
側
に
あ
る

タ
バ
コ
自
販
機
を
じ
ー
っ
と
見
つ
め

て
い
る
自
分
が
気
恥
ず
か
し
く
、た

め
息
な
ん
ぞ
を
付
い
た
り
す
る
始

末
。

▼
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、口
さ
み
し
く
、

か
つ
て
食
べ
も
し
な
か
っ
た
菓
子
や
ア

メ
等
に
つ
い
手
が
出
て
し
ま
い
、「
メ

タ
ボ
に
注
意
!!
」と
言
わ
れ「
ウ
ル

セ
ィ
!!
」「
お
れ
に
か
ま
う
な
」と
時

た
ま
い
ら
つ
い
て
ど
な
っ
た
り
し
て
い

る
。

▼
果
た
し
て
決
別
で
き
る
の
か

…
…
。と
に
か
く
、禁
煙
を
成
就
さ

せ
て
家
族
の
鼻
を
あ
か
し
て
や
り
た

い
。そ
れ
に
、私
自
身
の
名
誉
挽
回
の

為
に
も
…
…
。�

T
・
I 

開
催
通
知
日
　
平
成
２２
年
４
月
２２
日（
木
）

開
催
日
時
　 

平
成
２２
年
５
月
１０
日
（
月
）

午
前
１０
時
３０
分

開
催
場
所
　
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
　

総
代
数
　
　
１０３
名

出
席
者
数
　
１００
名（
内
委
任
状
出
席
１２
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事
　
　
髙
橋
　
裕
紀
子

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　
定
刻
に
至
り
、
髙
橋
総
務
部
長
が
挨
拶

を
述
べ
、
続
い
て
総
務
部
長
よ
り
司
会
の

選
任
に
つ
い
て
議
場
に
諮
り
、
臼
田
理
事

を
選
任
、
司
会
よ
り
資
格
審
査
委
員
長
及

び
議
事
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
提
案

が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　
桜
井
　
誠
司
（
長
岡
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長

　
　
佐
藤
　
陽
子
（
東
頸
城
支
部
）

・
副
委
員
長

　
　
外
山
　
夏
江
（
加
茂
支
部
）

・
他
委
員
５
名

　
　
茂
田
井
　
悟
（
新
潟
東
支
部
）

　
　
近
　
　
寅
夫
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　
伴
田
　
文
子
（
村
上
支
部
）

　
　
知
桐
　
政
明
（
十
日
町
支
部
）　

　
　
宮
田
　
京
子
（
糸
魚
川
支
部
）

　
以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
同
意

に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

　
長
尾
副
理
事
長
よ
り
、
権
瓶
理
事
長
の

叙
勲
『
旭
日
双
光
章
』
の
受
章
が
報
告
さ

れ
、
更
に
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、
功
寿

賞
表
彰
式
並
び
に
来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露

は
総
代
会
後
の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り
行

う
旨
、
司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
桜
井
資
格
審
査
委
員
長
よ
り
本

総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨
を
述
べ
、

議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
小
林
　
裕
佶
（
新
潟
西
支
部
）

　
西
野
　
　
稔
（
高
田
新
井
支
部
）

　
千
田
真
樹
子
（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
小
林
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て
挨
拶

を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を
行
っ
た
。

・
書
　
記

　
中
澤
　
　
豊
（
南
魚
沼
支
部
）

　
川
瀬
　
友
子
（
西
蒲
原
支
部
）

　
全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
の
で
、

議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ
着
席
し
た
。

　
続
い
て
佐
藤
議
事
運
営
委
員
長
よ
り
本

日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

　（
議
長
　
小
林
　
裕
佶
）

第�

１
号
議
案
　
平
成
２１
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ
い
て
説
明

の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
各
担
当
部
長

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
、
引
き
続
き
林
経
理

部
長
よ
り
平
成
２１
年
度
一
般
会
計
並
び
に

共
済
会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
説
明
の

後
、
次
い
で
監
事
団
を
代
表
し
て
大
内
監

事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で
あ
っ
た
」
旨

の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　

　
議
長
が
予
め
書
面
で
寄
せ
ら
れ
た
質
問

を
読
み
上
げ
る
。

　（
新
潟
東
支
部
　
斉
藤
総
代
）

　
美
容
に
い
が
た
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

教
育
部
長
の
後
継
者
育
成
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
労
働
環
境
、
美
容
学
校
入
学
者
の

減
少
に
対
す
る
考
え
を
詳
し
く
伺
い
た

い
。
美
容
室
に
就
職
し
て
も
離
職
率
が
高

い
が
、
原
因
・
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

　（
竹
内
教
育
部
長
）

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
美
容
師
志
望
者
が

減
少
す
る
事
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
潟
県
は

美
容
室
の
店
舗
数
が
多
く
、
若
い
美
容
師

が
不
足
し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
為
、
早

い
時
期
か
ら
美
容
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

り
、
興
味
を
持
ち
、
前
向
き
に
美
容
学
校

に
進
学
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
昨
年
は
県

下
５
校
に
て
体
験
等
を
組
み
込
ん
だ
出
前

授
業
を
実
施
し
た
。
美
容
の
仕
事
に
魅
力

は
あ
る
が
、
企
業
体
系
・
労
働
時
間
等
、

今
後
我
々
が
充
分
に
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。
そ
の
点
も

考
慮
し
今
年
度
も
事
業
を
継
続
す
る
の
で

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　（
新
潟
東
支
部
　
斉
藤
総
代
）

　
美
容
業
界
の
問
題
点
を
記
事
内
で
指
摘

さ
れ
て
い
た
の
で
、
改
善
に
向
け
て
具
体

的
に
取
り
組
み
、
業
界
の
発
展
に
つ
な
げ

て
頂
き
た
い
。

　（
長
岡
支
部
　
桜
井
総
代
）

　
国
家
試
験
の
実
技
試
験
が
新
課
題
と
な

る
が
試
験
セ
ン
タ
ー
か
ら
試
験
委
員
へ
の

通
達
が
何
も
な
く
、
不
明
な
点
が
多
い
。

ま
た
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

組
合
に
加
入
し
て
い
る
事
を
念
頭
に
組
合

事
業
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

　（
権
瓶
理
事
長
）

　
試
験
セ
ン
タ
ー
の
件
に
つ
い
て
は
、
今

後
調
査
の
上
、
対
処
・
報
告
し
た
い
。
組

合
の
事
業
も
組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

重
要
で
あ
る
事
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　
議
長
よ
り
、
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　（
議
長
　
西
野
　
　
稔
）　
　

第�

２
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
賦
課
金
額
及

び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す
る
件

第�

３
号
議
案
　
平
成
２２
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算（
案
）承
認
に
関
す
る
件

を
一
括
提
案
説
明

日本海

第
27
回
通
常
総
代
会
開
催

　
経
理
部
長
よ
り
平
成
２２
年
度
賦
課
金
額

及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
説
明
、
引
き
続

き
第
３
号
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
理
事
長

よ
り
事
業
概
要
説
明
の
後
、
各
担
当
部
長

よ
り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

経
理
部
長
よ
り
説
明
。

　
議
長
よ
り
、
第
２
号
、
第
３
号
議
案
に

つ
い
て
議
場
に
諮
り
、質
疑
応
答
に
入
る
。

　（
十
日
町
支
部
　
知
桐
総
代
）

　
指
導
者
研
修
会
は
以
前
中
止
と
な
っ

た
。
そ
の
理
由
と
再
開
さ
れ
た
理
由
を
お

聞
か
せ
頂
き
た
い
。

　（
長
尾
副
理
事
長
）

　
学
校
側
の
都
合
に
よ
り
一
時
期
休
止

し
、
再
開
し
た
。

　（
権
瓶
理
事
長
）

　
理
美
容
学
校
が
主
催
し
、
高
名
な
講
師



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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森
田
美
江
子
様
（
新
　
潟
　
西
）

今
井
　
妙
子
様
（
新
発
田
北
蒲
）

岩
岬
　
圭
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

栗
原
　
サ
エ
様
（
新
発
田
北
蒲
）

小
田
島
育
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

阿
部
　
悦
子
様
（
村
　
　
　
上
）

長
谷
川
三
枝
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

木
村
ミ
チ
子
様
（
村
　
　
　
上
）

樋
口
登
美
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

江
川
　
キ
イ
様
（
加
　
　
　
茂
）

南
　
　
弘
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

茂
野
　
英
子
様
（
加
　
　
　
茂
）

山
田
　
文
子
様
（
新
　
潟
　
東
）

若
狭
　
鈴
江
様
（
加
　
　
　
茂
）

有
泉
美
和
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

斉
藤
　
春
枝
様
（
三
　
　
　
条
）

宇
佐
美
裕
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

馬
場
　
栄
子
様
（
三
　
　
　
条
）

遠
藤
み
さ
を
様
（
佐
　
　
　
渡
）

高
橋
ト
ク
エ
様
（
見
　
　
　
附
）

金
子
恵
美
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

辺
見
　
捷
子
様
（
見
　
　
　
附
）

金
塚
　
明
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

室
橋
　
礼
子
様
（
見
　
　
　
附
）

河
原
　
　
修
様
（
佐
　
　
　
渡
）

安
達
　
マ
サ
様
（
長
　
　
　
岡
）

小
杉
　
達
英
様
（
佐
　
　
　
渡
）

江
部
　
恭
一
様
（
長
　
　
　
岡
）

世
田
ミ
ヤ
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

清
水
イ
チ
子
様
（
長
　
　
　
岡
）

土
屋
　
弥
生
様
（
佐
　
　
　
渡
）

峰
村
　
ミ
ツ
様
（
長
　
　
　
岡
）

中
川
キ
ミ
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

高
塩
よ
し
子
様
（
小
　
千
　
谷
）

中
田
　
和
美
様
（
佐
　
　
　
渡
）

佐
藤
　
寿
子
様
（
南
　
魚
　
沼
）

村
岡
　
愛
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

佐
藤
　
智
子
様
（
南
　
魚
　
沼
）

渡
部
　
敏
子
様
（
佐
　
　
　
渡
）

山
崎
　
照
子
様
（
南
　
魚
　
沼
）

大
江
　
京
子
様
（
中
　
　
　
東
）

草
住
い
ち
子
様
（
柏
　
　
　
崎
）

酒
井
千
代
子
様
（
中
　
　
　
東
）

服
部
千
代
子
様
（
柏
　
　
　
崎
）

戸
田
ツ
イ
子
様
（
中
　
　
　
東
）

神
林
　
多
霞
様
（
直
　
江
　
津
）

内
藤
　
洋
子
様
（
中
　
　
　
東
）

今
井
　
貞
子
様
（
糸
　
魚
　
川
）

林
　
キ
ミ
エ
様
（
中
　
　
　
東
）

　
５
月
１０
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合
員
と
し
て
組
合
運
営
に
ご
貢
献
頂
い
た
方
々
へ
の
功
寿
賞
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
49
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な
り
、
表
彰
式
に
は
２6
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で
ご
活
躍
下
さ
い
。

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式
を
招
い
て
講
演
を
聞
き
、
理
容
組
合
と
の

親
睦
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　（
十
日
町
支
部
　
知
桐
総
代
）

　
昨
年
の
競
技
大
会
で
、
外
部
と
の
接
触

を
禁
ず
る
事
か
ら
選
手
控
室
が
狭
く
、
緊

張
感
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
の
で

ご
配
慮
頂
き
た
い
。

　
議
長
よ
り
、第
２
号
、第
３
号
議
案
に
つ

い
て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　（
議
長
　
千
田
　
真
樹
子
）

第�

４
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認

に
関
す
る
件

　
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が
生
じ
た
時

の
借
入
限
度
額
は
５
，
０
０
０
万
円
と

し
、
借
入
先
は
北
越
銀
行
新
潟
支
店
と
す

る
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
４
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る
件

　
経
理
部
長
よ
り
、
理
事
２８
名
、
監
事
２

名
の
年
額
１
，
３
８
２
，
４
０
０
円
に

つ
い
て
説
明
。

　
議
長
よ
り
、
第
５
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第�

６
号
議
案
　
共
済
事
業
約
款
の
一
部
変

更
に
関
す
る
件

　
総
務
部
長
よ
り
病
気
見
舞
金
支
給
対
象

を
入
院
１０
日
か
ら
７
日
に
変
更
、
本
日
承

認
後
明
日
よ
り
施
行
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
議
長
よ
り
、
第
６
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第
７
号
議
案
　
そ
の
他

　
議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案
が
無

い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
総
務
部
長
よ
り
特

に
無
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
の
で
、
議
場

よ
り
質
問
を
受
け
る
。

　（
長
岡
支
部
　
桜
井
総
代
）

　
次
期
以
降
の
本
部
並
び
に
支
部
運
営
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
為
に
、
県
の
理
事
会
、

ま
た
県
へ
の
陳
情
等
参
加
・
同
行
す
る
事

を
ご
検
討
頂
け
な
い
か
。

　（
権
瓶
理
事
長
）

　
定
款
に
則
り
組
合
運
営
は
行
っ
て
い
る

の
で
、
安
易
に
変
更
は
で
き
な
い
が
、
意

見
を
伺
い
た
い
。

　（
新
発
田
北
蒲
支
部
　
近
総
代
）

　
各
県
市
町
村
議
会
等
で
は
傍
聴
席
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
位
置
付
け
で
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
組
合
に
関
心
を
持
つ

方
々
を
受
け
入
れ
る
事
で
理
事
会
も
も
っ

と
活
発
な
会
議
に
発
展
し
、
互
い
に
プ
ラ

ス
の
作
用
が
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
議
長
よ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
傍
聴
に
賛
成
の
者
は
３５
名

で
あ
り
、こ
れ
を
参
考
に
理
事
会
で
検
討
、

決
定
す
る
事
と
承
認
さ
れ
た
。

　（
柏
崎
支
部
　
浮
穴
総
代
）

　
支
部
組
合
員
数
が
少
な
い
支
部
が
あ
る

が
、
現
代
は
組
織
強
化
の
為
に
合
併
の
時

代
で
あ
る
。
我
々
も
支
部
合
併
に
よ
り
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

　（
丸
山
組
織
部
長
）　

　
支
部
合
併
に
つ
い
て
は
、
前
期
自
身
が

総
務
部
長
の
際
、
各
支
部
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
支
部
合
併
に
は
反
対
の
回
答
が

多
か
っ
た
の
で
、
そ
の
分
役
員
給
与
を
引

き
下
げ
、
総
代
会
で
承
認
を
頂
い
た
経
緯

が
あ
る
。

　（
権
瓶
理
事
長
）

　
３
年
前
に
は
支
部
合
併
反
対
の
意
見
が

多
か
っ
た
が
、
時
が
経
ち
浮
穴
総
代
と
同

意
見
の
方
が
増
え
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

今
後
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　（
東
頸
城
支
部
　
丸
田
総
代
）　

　
合
併
し
た
ら
脱
退
す
る
と
の
意
見
が
出

て
い
る
の
で
現
状
で
お
願
い
し
た
い
。
遠

隔
地
か
ら
会
議
・
講
習
等
へ
の
参
加
は
組

合
員
の
高
齢
化
も
あ
り
負
担
と
な
る
。

　（
新
潟
東
支
部
　
斉
藤
総
代
）

　
各
支
部
が
近
隣
支
部
と
相
談
し
て
頂

き
、
そ
の
意
見
で
本
部
に
不
具
合
が
生
じ

な
い
場
合
は
認
め
て
い
く
方
法
も
あ
る
。

ま
た
、
我
々
の
組
合
は
県
の
認
可
団
体
で

あ
る
の
で
、
行
政
が
業
界
を
監
視
下
に
す

る
な
ら
ば
、
組
合
員
減
少
に
対
し
て
協
力

体
制
を
取
っ
て
頂
き
た
い
。

　（
権
瓶
理
事
長
）

　
県
へ
の
意
見
を
今
後
検
討
し
、
行
政
に

提
案
し
て
い
き
た
い
。

　
議
長
よ
り
、
第
７
号
議
案
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

　　
以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案
全
部

を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉
会
を
宣
し
た
。

　
書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣
し
、

議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶

　
長
尾
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
、
時

に
１３
時
５０
分

　今、混乱している人、迷っている人がいっぱいいます。それは、何が問題なのかが、解らない
からです。正解を探しているからです。昔は、コレが成功だ！そこへは、こう進みなさい！それ
が貴方の幸せです。そう言われて、皆がひた向きに進み、それで皆が幸せを手に入れる事がで
きた時代でした。今は、情報が溢れ、ゴールがいっぱいあり、ゴールへ行く方法も色々ある時
代になりました。様々な情報が沢山あるから、逆に選べない、決められない、だから混乱して
迷っている、焦っている状態です。
何故そうなるのでしょう？それは、成功だけをゴールだと決めてしまっているからです。正解
は、人によって違います。その人が決めればいいのです。でも、どうしたら良いのか決められ
ないから混乱し、迷っているのです。でも、それは「情報が多くて、選択肢が多くて混乱してし
まう事が問題」なのではなくて、「決めていない、迷っている貴方が問題」なのです。「ただ成
功を求めている自分」と、「自分の成功は“こうだ”と決めて進んでいる」のとでは、違います。
エベレストに登るとか、百名山を登るとか、成功者と呼ばれる事を目指すのではなく、自分の
山を見つけて下さい。自分の山を登って下さい。自分の幸せの山を自分の登り方で登って下
さい。自分の価値観を見つめて下さい。どういう山に、どういう方法で登っていくのかの答え
は、貴方自身が持っています。それを明確にして、自分の廻りの人達に伝えて行って下さい。そ
して、その賛同者と一緒にみんなの幸せの山を登って行って下さい････。
さすが、セミナーの講師は、いい事を言います。
大丈夫！心配ない！大変だけど、これから面白い時代です。

■ 大丈夫！

株式会社��野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455

国内初 大豆の恵み〈まるごと発酵〉サプリ
食物繊維にスッキリ効果があ
ることは知られていますが、
農薬不使用の大豆をまるごと
乳酸菌発酵させた『大豆の美
センイ』は、そのパワーと機
能が違います。いらないもの
をためない美容サプリです。

1包中 スーパー食物繊維 ファイラクト®250mg含有

品名：大豆の美センイ　内容量　2g×21包
原材料：きな粉・黒糖・乳酸菌発酵大豆粉末（ファイラクト®）

＊摂取目安　お食事の時にお水と一緒に1日に1包

〒951-8106　新潟市中央区東大畑通2-488　☎025-229-1166

希望小売価格：2,940円（税込）

玉木商事株式会社
「乳酸菌生成エキス」正規代理店

特許
出願中

サンプル
10日間分を
差し上げます



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第661号美　容　に　い　が　た平成 22 年 6月 20 日（3）

〆切間近 !!

（6月30日まで）



美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第661号平成 22 年 6月 20 日 （4）

７ 月　5日（月） ディレクター１級メイク評価認定試験 理美容会館

競技大会直前特訓（カット＆ブロー） 会場未定

　　6日（火） 着付け職種技能検定特例講習 理美容会館

　12日（月） 第２回理事会 理美容会館

　 レベルアップセミナー�（国家試験対策科）長岡会場

〃　　　　　　（アップスタイル）新潟・長岡会場

〃　　　　　　（着付初級）　　　 新潟・長岡会場

競技大会直前特訓（中振袖・留袖着付） 新潟会館

　19日（月） レベルアップセミナー�（国家試験対策科）長岡会場

　22日（木） 経営特別相談員研修 新潟ユニゾンプラザ

　26日（月）〜 第22回国家試験（実技） 新潟理容美容専門学校

忘れていませんか？ いまいちど確認を…

美容業サービスマニュアル その2
お客様へのサービス お客様へのサービスをよりよいものにする為に

次の 4 つの項目に注意しましょう。
① ほめる
お客様の優越感を刺激します。たとえば、ファッションをほめる。
健康をほめるなど、効果的です。

② 名前を覚える
お客様の顔と名前を覚え、「○○様」と名前を呼んで応対します。
特に、馴染みのお客様には効果があります。

③ あいさつ
「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」
すべてのお客様に感謝の気持ちをこめて笑顔で応対します。

④ 声をかける
作業の節目に必ず声を掛けます。また、天気のことなど身近な
世間話をし、お客様の心をときほぐすように心がけましょう。

接客マナーについて 接客タブー集
①　スタッフ同士の私語
②　あくび
③　居眠り
④　腕組み

⑤　店内を走る
⑥　ポケットに手を入れる
⑦　スタッフが一ヵ所にかたまる
⑧　よりかかる

⑨��大笑い・ヒソヒソ話
⑩��にやにやする

組
合
だ
よ
り

　桜の花で心が和み、新緑で目がいやされ、山菜でおなかを満たし、あっとい
う間に梅雨の季節になりました。上越市の片隅「米と海の町」柿崎では、６月
20日から 22日まで、親鸞聖人がお浄土へ帰られた命日と、時期を早めた事
で「お引き上げ」と呼ばれるお祭があります。約 300 年近い歴史があり、規
模は小さいですが、商店街にはたくさんの露店が立ち並び、みせもの小屋が来
たりで、昔は臨時バスが出るほど夜遅くまで、大変賑わったとの事です。で
も、世の中の流れと同じ様に少しずつ露店の数もへり、だんだんとさみしいお
祭りになりとても残念です。６月 14日から 16日の柏崎のエンマ市（露店の
数 500 店）がお天気であると、１週間後のお引き上げは必ず雨が降ると言わ
れています。（本当です）さて今年はどうでしょうか？楽しみ！
� 直江津支部　　T・A　

ビューティーコラム

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率D 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率D

5年以内 2.15 1.75 1.25 1.00

1.85

12年超 13年以内
2.95 2.55 2.05 1.80

5年超　6年以内 2.25 1.85 1.35 1.10 13年超 14年以内

6年超　7年以内 2.35 1.95 1.45 1.20 14年超 15年以内 3.05 2.65 2.15 1.90

7年超　8年以内 2.45 2.05 1.55 1.30 15年超 16年以内 3.15 2.75 2.25 2.00

8年超　9年以内 2.55 2.15 1.65 1.40 16年超 17年以内
3.25 2.85 2.35 2.10

9年超  10年以内 2.65 2.25 1.75 1.50 17年超 18年以内

10年超 11年以内 2.75 2.35 1.85 1.60 18年超 19年以内
3.35 2.95 2.45 2.20

11年超 12年以内 2.85 2.45 1.95 1.70 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（事業計画書を策定し当組合の検証を受けた組合員または標準営業約款登録営業者）

特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率D 振興事業設備資金（事業計画書を策定し当組合の検証を受けた組合員に適用）

特別利率F 生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成 22 年 6 月 9 日、年利：％）

給付項目 件数 給付金額（円）
１. 火災見舞金 ０ ０
２. 災害見舞金 ０ ０
３. 死亡弔慰金 ０ ０
4. 配偶者死亡弔慰金 １ ５０,０００
５. 傷病見舞金（7 日以上入院※） ０ ０
6. 慰労金 ０ ０
7. 敬老祝金 １ ５０,０００

計 ２ １００,０００
※５月１１日分より変更

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
１. 配偶者死亡弔慰金 ０ ０
２. 子供死亡弔慰金 ０ ０
３. 入院療養見舞金 ０ ０
4. 長寿祝金 ０ ０
５. 結婚祝金 ０ ０
6. 第 1 子誕生祝金 ０ ０
7. 子供誕生祝金 ０ ０
８. 銀婚祝金 ０ ０
9. 金婚祝金 ０ ０

１０. 古希祝金 １ １０,０００
１１. 還暦祝金 １ １０,０００
１２. 人間ドック補助金 １ １０,０００

計 ３ ３０,０００

平成22年度　各種給付状況（5月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

〜 お 知 ら せ 〜

各サロン宛に FAXにて、NPO法人日本理美容福祉協会
教育事業部という団体から『福祉理美容士

4

養成講座のご
案内』が届いておりますが、美容組合とは一切関係がご
ざいません。

中小企業診断士の美容室専門コンサルタントが
サロン経営の課題解決をサポートします

経営相談は随時受け付けております。お気軽にお問い合わせください。

−人材育成・マーケティング・出店計画・資金調達−

新潟市東区宝町４−１　Tel.025-270-6605
E-mail：info@ccnslt.com

コアコンサルティング

URL:http://ccnslt.com/wp/


